
東海大学望星技術士会 役員会議事録（HP 掲載用） 

表  題 東海大学望星技術士会 令和 7 年度 第４回役員会 議事録 

１．日時 2025 年 8 月 30 日（土）16：00～18：30 

２．場所 Web 会議（Zoom） 議事録作成担当：藤田 孝康 

３．出席者 

（敬称略） 

 

 

【望星技術士会役員会】  

〇役員（会計監事を除く） 参加 12 名、委任 8 名、計 20 名：役員総数 25 名 

役員の出席・委任数が過半数を占めているので本会は成立した。（会則第 18 条の 3） 

〇会計監事 0 名、オブザーバー0 名 

４．配布 

資料 

(1) 令和 7 年度第４回役員会 討議事項会議次第 

(2) 令和 7 年度第 3 回役員会（前回）議事録 

(3) 令和 7 年度委員会報告：①大学イベント運営委員会、②会員イベント運営委員会、

③会報編集委員会（今回なし）、④会計委員会、⑤情報管理委員会、⑥大議連・技術

士会連絡委員会、⑦その他（会員紹介集） 

(4) その他：①定期総会振り返り、②委員会メンバー（確認）、③賛助会員制度案 

５．確認・

審議・報告

事項・その

他 

【確認事項】 

(1) 前回議事録内容は一部修正のうえ承認された 

 

【報告事項・審議事項】 

(1) 委員会報告（活動内容の報告と懸案事項の紹介）について 

① 大学イベント運営委員会 

・第一次試験直前激励会（湘南、清水）の日程調整を行う（10 月予定） 

・資料作成の担当は、昨年のとおりとし、9 月中を目途に対応予定 

・海洋学部の第一次試験は水産の方がうけやすいので、現在、資料を作成中 札幌で

も活用可能と想定している 環境は昨年度資料で対応する予定 

② 会員イベント運営委員会 

・シンポジウムについて議事録をもとに説明があった。⇒方針の確認 

・地元の方の参加は、収拾がつかなくなる可能性があり、シンポジウムの目的から

外れてしまうので、方針のとおり広げない 

・消防本部への対応は、山本先生の判断を仰ぐものとし、9 月（日時は調整中）に

山本先生と面談のうえ決定する この結果をフィードバックし、中川先生、内田

先生にメールで企画案を見ていただく 

・聴講者の動員は、幹事それぞれが努力するとともに、先生方を極力頼って対応す

る 第一次試験に合格した 3 名は、可能な限り来てもらうようにお願いする 

③ 会報編集委員会 

・6 月の湘南キャンパス第一次試験説明会の査読が終了したので、ＨＰ掲載の段取

りを依頼する 

④ 会計委員会 

・総会では寄付金 13,000 円、一次会差額 3,000 円、二次会差額 2,450 円の合計

18,450 円のプラスであった 

⑤ 情報管理委員会 

・アクセス不可の状態が改善された 



・総会を実施したことを掲載する 

・大議連加盟校のリンクを張って欲しい 

・FaceBook：6/24HP の復活、7/7 会報発行の報告、7/14 望星丸一般公開の記事の

ほか、総会、および佐川先生のソーラーカー関連の情報掲載が紹介された 

⑥ 大技連・技術士会連絡委員会 

・日本技術士会との協定締結の是非について議論したいので、メリット・デメリッ

トを整理する 

・大技連の総会が 2026/1/26 にあるので、参加希望の呼びかけがあった 

・大技連の協力金（日本技術士会全国大会の協賛広告）について、掲載案が紹介さ

れた 

⑦ その他（会員紹介集） 

・試行版 Vol.4 について説明された（役員に対しては pdf 配布済み） 

・役員以外の希望者 8 名に郵送 郵送代 2,633 円を承認して欲しい⇒承認 

・HP 等での公開は保留 依頼があった会員には役員同様 pdf で送信している 

 

（2）その他報告・審議事項 

① 定期総会の振り返りについて 

・web 参加者に明確に聞こえていたか不明（スピーカーとマイクの位置取り）⇒ア

ンケートは実施せずに、web 参加者（複数人）に聞き取りを行うこととなった 

・料理と酒類の量は適切だったので、次回も同程度とする 

② 定期総会報告書（会報用）執筆者の選定について 

・副会長代表が対応する 

③ 会計委員の役員交代（案）について 

・渡辺常任幹事への交代（内諾済み）について承認された 

④ 委員会メンバーの再確認 

・大技連、技術士会連絡委員会に 1 名が推薦され、承認された 

・今後のこと（近い将来事務局になる可能性が高い）を考えると、あと 2 名ほどの

増員が望ましい 

⑤ 賛助会員制度について 

・資料を用いて、賛助会員制度の提案があった 

・精度の継続を前提とすると、特典をどうするかが課題である 

・会費の料金設定は複数あった方がよい 

・属人的な仕組みを制度化に移行するためには、一般会費をどうするかの議論も必

要 一般会費を徴収せずに、賛助会員の会費だけで運営している例もある 

⇒特典のアイデアを持ち寄って、よりよい制度にするために議論を継続する 

 

(3) 次回役員会開催 

・開催日時：9 月 27 日（土）16 時～  

以上 

 


